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平成２９年度 

学校自己評価書 

学校関係者評価書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 木城町立木城小学校 

 

■ 学校自己評価書（学校関係者評価を含む） 

 

重点目標 

Ⅰ 児童一人一人の個性や能力を引き出し，伸ばし，見届ける教育の推進を通

して，『確かな学びの力』の基礎を養う。 

Ⅱ 児童一人一人に豊かな人間性を育てる心の教育の推進を通して，『確かな

心の力』の基礎を養う。 

Ⅲ 基礎的な運動技能・能力を高め，運動に親しませる教育の推進を通して，

『確かな体の力』の基礎を養う。 

Ⅳ 児童一人一人がよき町民となるよう，将来にわたって社会性を身に付ける

教育を通して，『日常生活の力』の基礎を養う。 
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＜学力向上＞ 

〔４段階評価〕 ４：大変よい ３：概ねよい ２：やや改善を要する １：改善を要する 

評価 
項目 

評価指標 具体的数値目標 方策・手立て 

自
己
評
定 

関
係
者
評
定 

結果の考察・分析 
及び改善策等 

【○ 関係者コメント】 

【重点目標】 
○ 児童一人一人の個性や能力を引き出し，伸ばし，見届ける教育の推進を通して，『確かな学
びの力』の基礎を養う。 

学 
 
力 
 
向 
 
上 

学 
 
習 
 
指 
 
導 

学習意欲
を高める。 

月目標に則し，
学習訓練の徹底，
学習態度の育成に
係る指導を毎日実
施する。 
毎次（そのつ

ど）具体物，半具
体物の活用，操作
活動を取り入れる
ことを目指す。 

立腰指導をはじ
め，木城小スタン
ダード「学びの約
束」の共通実践に
当たる。 
発問や板書を工

夫するとともに，
具体物の活用や操
作活動を取り入れ
る。 

３ ３ 

・ 学習態度の育成に係る姿勢
指導については，学校の重点
課題ととらえ，立腰指導を継
続している。 

・ 多くの学級でプロジェクタ
ーの活用が図られ，デジタル
教科書を中心とした視覚に訴
える学習指導が定着しつつあ
る。 

基礎学力
を定着させ
る。 

当該学年の漢字
１００％習得の児
童８割を目指す。 
当該学年の計算

１００％習得の児
童８割を目指す。 
当該学年の学習

内容の定着（単元
テスト平均目標値
８０～９０点）を
目指す。 
まちがいやすい

問題（学級の児童
のうち３～５割が
誤答の問題）は毎
次解説する。 

活用問題対策を
含めた「ぐんぐん
タイム」を計画的
に実施する。 
基礎・基本の定

着に向け，漢字力
・計算力を高め
る。 
町学力向上サポ

ーターを活用した
算数科の少人数指
導を効果的に進め
る。 
授業改善の視点

に基づいた授業構
想に努める。 

・ 算数科のＷｅｂ評価問題に
加え，これまでに整備した国
語科のＢ問題への取組も含め
た「ぐんぐんタイム」の確実
な実施と，学年間の共通実践
に努めている。 

・ 少人数指導推進教員による
実態把握とデータ管理の一元
化を図り，学力の底上げを目
指している。 

・ 昨年度に引き続き，支援校
訪問を受けながら「授業改善
の４つの視点」を踏まえた授
業づくりに力を入れてきた。
今年度は，一人２回の研究授
業とフィードバックにより，
授業改善に向けた実践的な研
修を深めることができた。 

○ 習熟度別による学力向上サ
ポーター活用の効果が出てい
る。 

学力調査
等の目標値
を達成す
る。 

ＣＲＴ・ＮＲＴ
は全国平均値から
上１～５点の範囲
を目指す。               
みやざき学力調

査，全国学力調査
は，Ａ問題・Ｂ問
題それぞれ全国平
均値を目指す。 

 全国・県学力調
査の結果を踏まえ
た過去問への取組
を通して，活用す
る力の向上に向け
た学年の取組を充
実させる。 
 
 

・ ２・３年で実施したＮＲＴ
は，目標を達成した。 

・ 全国（６年）・県（４・５
年）学力調査の結果を真摯に
受け止め，今後の具体的な対
応策を協議するとともに，学
年での共通実践に当たった。 

・ １年間の指導の成果を見る
ためのＣＲＴを，全校児童を
対象に第３学期に実施した。 

○ 恵まれた学校施設や教育環
境を最大限に生かした学力向
上に向けた取組に対しては，
一定の評価ができる。今後も
４・５年の学力調査結果を基
に，共通の課題解決に取り組
む必要がある。 

○ 補充指導の在り方を検討
し，質の向上につなげたい。 
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発展問
題，探究学
習に挑戦さ
せる。 
 
 
 

各教科で出てく
る表やグラフの読
み取りのポイント
を毎次解説する。 
 
 
 

表やグラフから
読み取った自分の
考えや意見を文に
まとめ，相互に発
表し合う活動を通
して，学び合いな
がら理解を深める
手立てをとる。 

・ 主体的な学びの場はもとよ
り，協働的な学びの場も設定
し，ペアやグループでの活動
を取り入れている。 

・ 学級全体での学び合いの場
を充実させたい。 

 
 

伝える
力，まとめ
る力を育て
る。 

ノート展に出せ
るレベルの「ノー
ト力」を身に付け
た児童５０％を目
指す。 

第３学期の参観
日に合わせ，１週
間ノート展を実施
する。 
 

・ ノート展を実施し，選定さ
れたノートのよさに触れさせ
る。 

・ 家庭学習ノート及び授業中
のノート指導に力を入れてい
る。 

・ ノート以外にも新聞づくり
等でまとめ方を学んでいる。 

 

読 
 
書 
 
指 
 
導 

読書の習
慣化を図
る。 

読書目標を達成
する。 
（読書冊数：低学
年月１０冊，中学
年月７冊，高学年
月５冊を目指す）      
（ファミリー読書
目標時間：週当た
り１００分を目指
す） 

学年部ごとに設
定した読書冊数の
目標達成に向け，
働きかけを継続す
る。 
家読（うちど

く）を奨励し，家
庭読書の習慣化を
図る。 

３ 

・ 多読賞の基準を設け，月当
たり低１０冊・中７冊・高５
冊を学年部の目標にして読書
を促している。 

・ １月末現在での学校図書利
用総冊数は，１５９４８冊で
あり，児童一人当たりの貸出
冊数は，計５２．８冊 
（５．９冊／月）となった。 

・ 学校司書の取組による効果
も大きい。 

○ 児童が選んで手に取る本の
質を向上させることで，読解
力の向上や算数の学力向上に
もつながるのではないか。 

○ 読書の質・量共に向上して
いるので，今後も更なる読書
習慣づくりに努めてほしい。 

○ 興味・関心のみを優先させ
るのではなく，ストーリー性
のある読み物も与えたい。 

家 
 
庭 
 
学 
 
習 

家庭学習
の充実を図
る。 

適切な課題で学
習時間の確保を目
指す。 
（低学年４５～６
０分，中学年６０
～７５分，高学年
７５～９０分） 
見届けをする家

庭１００％を目指
す。 

学習内容の定着
を図るための適切
な課題を与える。 
家庭学習時間の

確保に努める。 
家庭学習内容の

点検・見届けをし
てもらうよう保護
者への働きかけを
継続する。 

３ 

・ １２月末の「家庭学習習慣
の定着」に関する児童アンケ
ートの結果からは９１％，保
護者アンケートの結果からは
７５％の肯定的回答が得られ
た。児童と保護者で若干の意
識のずれが見られたことから
児童の自己評価の甘さがうか
がえる。 

・ 小中連携教育研究会におい
て，児童生徒用家庭学習の手
引を作成し，全家庭に配付し
た。 

・ 参観日の懇談会や通信等を
活用して，家庭学習の見届け
を継続的に働きかけたり，保
護者からの返信等も活用して
双方向のやり取りを行ったり
している。 

○ 宿題の質・量について，学
年の発達の段階に応じて協議
し，整理する必要がある。 
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＜心の教育＞ 

〔４段階評価〕 ４：大変よい ３：概ねよい ２：やや改善を要する １：改善を要する 

評価 
項目 

評価指標 具体的数値目標 方策・手立て 

自
己
評
定 

関
係
者
評
定 

結果の考察・分析 
及び改善策等 

【○ 関係者コメント】 

【重点目標】 
○ 児童一人一人に豊かな人間性を育てる心の教育の推進を通して，『確かな心の力』の基礎を
養う。 

心 
 
の 
 
教 
 
育 

心 
を 
豊 
か 
に 
す 
る 
教 
育 
環 
境 

豊かな心
を育てる。 

花や野菜の栽培
・収穫において，
年間１回の児童に
よる学級園への植
栽を目指す。 
道徳の時間，学

級活動（各年間３
５時間の授業時数
の完全実施を目指
す）を通して，優
しく思いやりのあ
る寛容で豊かな心  
を育てる。 

体験活動を重視
し，時代に即した
道徳教育を計画的
に推進する。 
 
様々な体験（栽

培活動）や，学習
経験（道徳の時間
・学級活動等）を
充実させる。 

３ 

３ 

・ 平成３０年度より導入さ
れる「道徳科」の実施に向
け，年間指導計画を整備す
る必要がある。 

・ 町教委主催の道徳教育研
修会を受け，「道徳科」の
授業づくりを目指す授業研
究会を実施したことで，今
後の授業改善に向けた協議
を深めることができた。 

○ 道徳科の研究もなされ，
次年度の準備がなされてい
る。 

・ 無言清掃は，ほぼできる
ようになってきた。班長を
中心に進めている反省会の
在り方を見直し，質を高め
る必要がある。 

○ 清掃もほぼ行き届いてい
る。 

 
 
 
・ 生活文や読書感想文・画
コンクールをはじめ，各種
作品展へ多くの児童が入選
した。 

 

教室の整理・整
頓やちり拾いを日
に最低１回適時行
うことを目指す。 
 
清掃についての

重点指導事項を確
認し，指導を徹底
する。 

日頃から普通教
室や特別教室等の
整理整頓に努め，
教育環境を整え
る。 
児童一人一人

に，清掃場所での
チャイム黙想と無
言清掃を徹底す
る。 

音楽（歌）のあ
る環境づくりや，
児童の作品（絵・
作文・詩・俳句）
を常時掲示するよ
う努める。 
作品募集，コン

クール等に積極的
に参加し，各学級
年間で絵の部門で
１点，作文の部門
で１点入選するこ
とを目指す。 

音楽（歌）のあ
る環境，児童の作
品（絵・作文・詩
・俳句），各種掲
示物が常に掲示さ
れた教育環境づく
りに努めることを
通して，美しいも
のを感じ取る感性
を育てる。 

基 
本 
的 
な 
生 
活 
習 
慣 

基本的な
生活習慣を
身に付けさ
せる。 

あいさつ・返事
を中心に指導を徹
底する。 

基本的な生活習
慣を身に付けさせ
る指導を継続す
る。 

３ 

・ あいさつは，児童の声に
やや元気がない。 

・ １２月末の「あいさつの
習慣化」に関する児童アン
ケートの結果からは９１
％，保護者アンケートの結
果からは７４％の肯定的回
答が得られた。ここでも，
児童と保護者で若干の意識
のずれが見られたことから
「家庭学習の習慣化」同様
児童の自己評価の甘さがう
かがえる。 

・ 中学校へのつなぎも視野
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に入れ，全校で集まる場に
おいても，元気な返事をさ
せるようにしている。 

○ 児童一人一人が元気な声
であいさつをしている様子
がうかがえる。 

○ あいさつについては，校
内では積極的であるが，校
外ではやや消極的である。
家庭や地域社会で大人が手
本となるような関わりが不
十分に感じられる。 

○ 木城っ子安全守る隊・応
援隊をはじめ，大人と顔見
知りになることで，児童の
朝のあいさつの声は大きく
なる。帰り道でも大人が手
本になることが大切。 

生 
 
徒 
 
指 
 
導 

社会性を
育てる。 

集団活動を通し
て，規範意識をも
ち，友達と協力し
ながら助け合う学
級をつくる。 
 
 
集団活動を通し

て，リーダー（学
級男女各２～３
名）を育成するこ
とを目指す。 

木城小スタンダ
ード「生活の約
束」の共通実践を
通して規範意識を
育てるとともに，
協力して助け合う
態度を育てる。 
集団活動を通し

て，学年の発達の
段階に応じたリー
ダー的資質を伸ば
す。 

３ 

・ １２月末の「生活のきま
りや約束の順守」に関する
児童アンケートの結果から
は９２％，保護者アンケー
トの結果からは７３％の肯
定的回答が得られた。児童
と保護者の意識のずれに，
これまでの項目同様の傾向
が見られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 長期休業中に，学級活動
における話合い活動の在り
方について研修した。その
成果を，各学級の課題解決
に向けた話合い活動の充実
に生かしている。 

 
 

何事にも進んで
取り組み，一人一
人自分のよさや特
長を出そうとする
態度や行動力の見
られる学級をつく
る。 
学級活動の話合

い活動を通して，
学校や学級生活を
テーマとして課題
解決を図る。 
（学期１テーマを
目標に年間３テー
マの課題解決を目
指す。） 

 
 
 
 
 
 
 
話合い活動を通

して，学校生活の
課題解決につなげ
られるよう指導す
る。 
 
 

自 
主 
的
・ 
自 
立 
的 
活 
動 

自主的・
自立的力を
育てる。 

委員会，代表委
員会，児童会集
会，係など全児童
が進んで取り組め
る活動を目指す。 
（低・中学年は一
人一人が係をもて
るようにし，高学
年の活動に繋げ
る。）                 

自ら計画を立
て，自分たちの問
題として考え，自
ら行動できる仕組
みを整える。 
一日の落ち着い

たスタートを切る
ための児童の自主
的な活動として，
登校後の静かな読
書及び「月の歌」
の歌唱への働きか
けを継続する。 

３ 

・ トイレのスリッパ並べを
定着させるための手立てに
ついては，代表委員会にお
ける議題に取り上げたこと
で，児童による具体策が打
ち出され，全校での取組に
つながった。 

・ 毎朝「月の歌」を歌う時
間を設定したことで，全校
児童による美しい歌声が聞
かれるようになってきた。
また，スムーズな１日のス
タートを切ることもできる
ようになってきた。 

・ 時間を守ることへの意識
も芽生えてきた。 
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＜体力向上＞ 

〔４段階評価〕 ４：大変よい ３：概ねよい ２：やや改善を要する １：改善を要する 

評価 
項目 

評価指標 具体的数値目標 方策・手立て 

自
己
評
定 

関
係
者
評
定 

結果の考察・分析 
及び改善策等 

【○ 関係者コメント】 

【重点目標】 
○ 基礎的な運動技能・能力を高め，運動に親しませる教育の推進を通して，『確かな体の力』
の基礎を養う。 

体 
 
力 
 
向 
 
上 

体 
力 
づ 
く 
り 

体力を育
てる。 
 
 

体育の時間の導
入時に毎時サーキ
ットトレーニング
やなわとび，持久
走など体力づくり
ための基本運動を
取り入れる。 

教科体育の充実
を図り，授業の始
めに工夫した強化
運動を取り入れ
る。 
体力向上月間を

設定し，なわとび・
持久走運動を計画
的に実施する。 

３ 

３ 

・ 今年度のＡ判定児童数は，
４８名（１６％：昨年１２％）。 

・ 今年度の体力テストの結果
を基に，体力向上プランを作
成した。プランを基に，日々
の体育科授業で実践していく
必要がある。 

・ 中学校と連携して設定した
サーキットトレーニングの方
法について全職員で共通理解
し，授業に取り入れている。 

・ １１・１２月に持久走運動
月間，１・２月になわとび運
動月間を設定し，計画に沿っ
て確実な実施に当たった。 

○ 持久走・なわとび月間での
取組が確実になされ，成果が
現れている。 

技 
能 
・ 
能 
力 

運動技能
・運動能力
を高める。 

各種運動技能毎に
達成カード等を用
いて，個人目標を
もたせながら継続
的に取り組ませる
ことを目指す。 
 
 
 
年１回の体育実

技研修実施を目指
す。 

体育指導を計画
的に進めるととも
に，体力向上プラ
ンを適切に実践す
ることを通して，
「長座体前屈」「反
復横とび」「５０ｍ
走」の能力を高め
る。 
体育実技研修を

実施し，指導力の
向上に努める。 

３ 

・ 「体力向上プランを生かし
た指導」に係る教師アンケー
トの結果によると６７％の肯
定的回答にとどまった上，４
段階評価の評定４（よくあて
はまる）については８％であ
ったことから，プランの共通
理解と適切な実施が課題であ
る。 

○ 親の関わりや話などで，体
力向上への児童の意欲も変わ
るのではないか。 

健 
康 
教 
育 

健康的な
生活習慣を
身に付けさ
せる。 
 
 

「早寝・早起き
・朝ごはん」の生
活リズム１００％
定着を目指す。         
昼休みは係活

動，その他の児童
は全員外遊びを奨
励する。 
就寝時刻， 

低学年２１：００         
中学年２１：３０             
高学年２２：００
を目指す。 
毎次の手洗い，

うがいの励行を目
指す。 
ハンカチ・ティ

ッシュの所持１０
０％を目指す。                   
 

「早寝・早起き
・朝ごはん」を合
言葉に，一日の生
活リズムを身に付
けさせる。 
毎月，朝食摂取

や就寝時刻等の実
態を把握し，健康
な生活への意識付
けを図る。 
 
 
 
手洗い・うがい

・身だしなみ等基
本的な生活習慣を
身に付けさせる。 
健康生活週間に

おける取組（さわ
やかチェック）及

３ 

・ 「保健指導の効果的な実
施」に係る教師アンケートの
結果から８３％の肯定的回答
が得られた。学級活動や朝の
会での指導及び家庭への啓発
を継続する。 

・ １２月末の「朝食摂取」に
関する児童アンケートの結果
からは９９％，保護者アンケ
ートの結果からは９６％の肯
定的回答が得られた。 

・ 同じく，「早寝・早起きの
時間順守」に関する児童アン
ケートの結果からは８６％，
保護者アンケートの結果から
は７３％の肯定的回答が得ら
れ，双方に若干のずれが見ら
れた。 

・ 年度当初の歯科検診の結果
を基に，保護者への啓発文書
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むし歯予防とむ

し歯治療率８０％
以上を目指す。 
 
 

び保健だよりによ
る家庭への働きか
けを継続する。 
むし歯予防とむ

し歯治療の働きか
けを推進する。 

を発送したり，様々な機会に
治療の達成状況を知らせたり
している。 

・ １月末現在でのむし歯治療
率は，７１．２％であった。
今年度は，８０％を超える治
療率を期待している。３月
に，最終勧告を行う予定。 

食 
 
育 

年１回程度の食
育教育（栄養教諭
とのＴＴ）の実施
を目指す。  
給食時間の適切

な運営を目指す。         
搬入→配膳→食

事→片付け→搬出
の一連の流れをス
ムーズにする。 
係の仕事内容を

明確にし，係以外
の児童は全員席に
ついて静かに待つ
ことを徹底する。 
 給食残量０を目
指す。 

食に関する指導
全体計画に則した
指導に努め，給食
指導の充実を図
る。 
 
食物アレルギー

による事故を未然
に防ぐ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 

・ 「食に関する指導の充実」
に係る教師アンケートの結果
から１００％の肯定的回答が
得られ，４段階評価の評定４
（よくあてはまる）について
も５０％であった。 

・ 食物アレルギー対応につい
て実践的な研修を実施し，緊
急時の組織的な動きについて
理解を深めた。 

・ 給食センターや関係職員の
協力により，食物アレルギー
の事故も現在起きていない。 

・ 学級活動や日々の給食指導
によって食に関する実践的指
導を行う一方で，年間３回設
定された「弁当の日」の取組
で家庭への啓発も継続してい
る。 

○ 朝食は，最も大事であるの
で，次年度も全校児童がしっ
かり食べて，元気に登校して
ほしい。 
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＜心豊かでたくましい人づくり＞ 

〔４段階評価〕 ４：大変よい ３：概ねよい ２：やや改善を要する １：改善を要する 

評価 
項目 

評価指標 具体的数値目標 方策・手立て 

自
己
評
定 

関
係
者
評
定 

結果の考察・分析 
及び改善策等 

【○ 関係者コメント】 

【重点目標】 
○ 児童一人一人がよき町民となるよう，将来にわたって社会性を身に付ける教育を通して，
『日常生活の力』の基礎を養う。 

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り 

人
材
育
成 

児童一人
一人に木城
小スタンダ
ードを定着
させる。 

基本的な所作を
身に付けた，信頼
される人材を育成
する。 

木城小スタンダ
ードを活用した指
導を継続的に行
い，当たり前のこ
とが当たり前にで
きるようにする。 
 
 

３ 

３ 

・ ４月当初，学校における
「知・徳・体」の約束をまと
めた「木城小スタンダード」
について全校児童を対象に一
斉指導した。 

〔木城小スタンダードの内容〕 
「学び」の約束 
 学習用具 授業準備 
 話の聞き方 発表の仕方等 
「生活」の約束 
 集団登校 『日々新』唱和 
 校内でのきまり 清掃 
 校外でのきまり等 
「体育・給食」の約束 
 集団行動 身だしなみ 
 給食のきまり等 

○ 様々な体験活動を通して，
地域の文化や人との関わりを
学ぶことが大切である。地域
のよさを知る児童を育成して
ほしい。 

教
育
環
境 

整理整頓
を徹底す
る。 

凡事徹底を通し
て，教育環境の基
盤を整備する。 
 

花いっぱいの学
校，ごみのない教
室や廊下・階段，
帽子・靴・傘・衣
類・机・椅子が整
理整頓された学校
環境づくりを推進
する。 
教室に児童の作

品がたくさん掲示
・展示された学校
環境づくりを推進
する。 

３ 

・ 紙くずなどが教室の床に落
ちたままになっている学級が
あった。 

・ 清掃時間のみでなく，移動
・準備の時間にも意識して拾
わせ，常に教室の学習環境を
整えていく教師の意識の高ま
りが必要である。 

○ 校内の環境が整うことで，
すべてにおいて向上していく
と思われるので，特に清掃に
力を入れてほしい。 

＜校長所見＞ 

次年度の方向性
についての校長
の所見 

学校経営ビジョンを基に「学力向上」「心の教育」「体力向上」「心豊かでたくましい人づく
り」について学校経営を進めてきた。年度当初の計画を学期ごとに評価し，改善できることは途
中からでも変更し，実施に移してきた。 
特に，学力向上については，町の施策による学力向上サポーターの配置が効果的であり，弾力

的な活用の下，習熟度別にきめ細かな指導を推進することができた。また，県の事業である重点
支援校訪問を受け，児童が「分かる・できる」まで教える授業づくりを構想してきた。さらに，
図書司書の配置による効果も児童の読書に関して質量共に高まったととらえている。 
徳育に関しては，児童の明るい元気なあいさつと，適切な言葉遣いについて，継続した指導の

必要性を痛感した。また，いじめと認識すべき事案が発生したことについては，事実を真摯に受
け止め，組織的な取組の下，今後も当該児童の交友関係を見守っていきたい。 
保健に関しては，昨年度に引き続き歯科衛生面でむし歯治療率が改善している。中学校の状況

も踏まえつつ，今後も更に高い治療率を目指したい。 
家庭・地域社会に対しては，学校からの配付物を適時発行し，学校の様子を知らせてきた。安

心メールも有効に活用してきた。 
次年度も，校長の学校経営ビジョンに連動したきめ細かい評価を行うことで，学校運営の充実

を図り，学校経営の改善に努めたい。 
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